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	差異が縮小するリスク・サービス産業
	－資本市場における保険と金融の融合の進展－
	MSK基礎研究所　後　藤　和　廣
	はじめに
	2. 金融技術の進歩と金融機関の「業態間の垣根」の低下
	金融技術が進歩し、金融商品は、ARTのように今まで取り扱ってこなかったリスクを含む商品が開発されるなど多様化している。このような商品が金融機関の「業態間の垣根」の低下をもたらした。以下、保険リスクの証券化、融資枠他、ART等の最近の特徴的な取引事例を説明し、「垣根」の低下の状況を述べたい。


